三、吹雪の馬ノ山
１　元春・秀吉の対陣

　　　　　　　　　　　さて、年は明けて天正９（１５８１）年となる。去年１２月２日、南条元続兄弟は兵３千余を率いて泊城を攻めたが、河口久氏よく防いで、目的を達し得ずして退いた。このころ敵方杉原盛重は因幡に入り、気高郡宮吉城及び鹿野城を攻めたが、その月日はつまびらかではない。
秀吉中国攻めの役　　　その後、南条軍と吉川軍とは、約半年余り彼我相持して激戦もなかったが、秀吉は信長の命に

を起こす　　　　　　より中国役を起こし、天正９年７月鳥取城の吉川経家を包囲するに及び、戦局もまた多端となった。秀吉が大挙してくるという情報に接した元春は、子元長に鳥取城の経家を救わせようと、７月下旬に八橋城に入って杉原盛重と協議をさせた。だが秀吉の軍勢は優勢なので、あえて形勢を見ていたが、父元春は八橋まで進出し、６千余騎を集合させた。１０月にはいると輝元・隆景も出雲富田にきて因幡の秀吉に対し、鳥取城の難を救おうとした。そこへ元春は、鳥取城の兵糧ま
元春馬ノ山に着陣　　ったくEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(つ),尽)き、困窮の極に達したのを知り、急いで１０月２５日馬ノ山に陣を取り、明日にも奥沢見の大崎城に陣を移動しようとすることろへ、鳥取城はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かん),陥)落し城主経家自EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(じん),刃)の悲報を耳にした。元春の無念EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(こつずい),骨髄)にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(てっ),徹)したことが想像される。
（鳥取籠城の惨状は、あまりにも有名周知のことなのでここには省略する）

秀吉西進をつづけ　　　この上は急いで因幡に入り、秀吉と一戦して経家の供養をしようと、まさに進軍のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(さいはい),采配)を上げ

る　　　　　　　　　ようとしたが、一方秀吉は南条元続をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(たす),援)けるため、近日伯耆に入り、進んで出雲方面へも侵入しようとする意気込であるとの情報があったので、元春父子はここに東軍をむかえ雌雄を決せんと、馬ノ山に塁を高くして待機した。

